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図１：ヘロデ大王死後の分割統治

シリア属州（ローマ直轄領）

→ＢＣ1世紀にシリア地方に設立されたローマ帝国の属州

茶：ヘロデ・フィリッポスの支配地

桃：ヘロデ・アンティパスの支配地

デカポリス

→ガリラヤ湖南方のヨルダン川両岸（主に東岸）の広大な地域に存在するパレスチナにおけるギリシアの10の植民地の町の総称灰：サロメ（ヘロデ大王の妹）の支配地

緑：ヘロデ・アルケラオスの支配地

ヘロデ・フィリッポス？ヘロディア ヘロデ・アンティパス ヘロデ・アルケラオス
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 (アンティパトロスの娘)
マリアムネ1世

→マカバイ戦争を制してユダヤを独立させたマタティアとその息子たちの子孫であるハスモン朝（アサモナイオス
家、、100年以上にわたってユダヤを支配）が身内の争いで王座が空位となった際、ローマ元老院によって王族で
はないがユダヤの王として認められヘロデ朝を創設、ローマとの協調関係を構築した。
父親：アンティパトロス
配偶者：エルサレムのドリス（エドム人）、マリアムネ１世（ハスモン家）、マリアムネ2世、マルタケ（サマリア人）、エ
ルサレムのクレオパトラ
子女：アンティパトロス3世、アリストブロス4世、アレクサンドロス、ヘロデ・アルケラオス、ヘロデ・アンティパス、ヘ
ロデ・フィリッポス、ヘロデ
参考：ウィキペディア「ヘロデ王」

ヘロデ大王の息子フィリポとヘロデ大王の孫娘ヘロディアとの間に生まれたのが、悪名高いサロメで、洗礼者ヨハネの首を
ヘロデ大王の息子ヘロデ・アンティパスにはねさせ殺した（ただし、サロメと言う名前は聖書には登場しない→マルコによる
福音書6：14～29）。

ハスモン朝
→ＢＣ166～ＢＣ37 セレウコス朝支配に対する反乱(マカベア戦争)より1世紀あまり続いたユダ
ヤのハスモン家(別名マカベア家)の王朝。
フラウィウス・ヨセフスによればハスモンという名は一族の先祖、祭司マタティアの祖父の名前
に由来しているといわれている。

アグリッパ１世

　↓
ヘロデ大王の妹
ヘロデ大王の死後、息子の❶ヘロデ・アルケラオ
ス、❷ヘロデ・アンティパス、❸ヘロデ・フィリポ（フィ
リッポス）達3人の甥とともにパレスチナを四分割統
治した（図１）。

マルタケアリストブロス４世 マリアムネ2世ベレニケ

サロメベレニケアグリッパ2世

ヘロデ・フィリポ
（フィリッポス）

アグリッパ１世

❷
ヘロデ大王の孫娘ヘロディアに対して、兄のフィリポと別れ、自分
と再婚するように口説き、後に、ヘロディアと結婚している。

アグリッパ2世の妹で、キリキアのベレニケと呼ばれる。
ベレニケが有名なのは、ローマ皇帝となったティトゥスの愛
人だったことによる。

出典（図）：ウィキペディア「ヘロデ朝」


